
目標

対象

日数 3日

時間 19:30

科　目　名 時間数

行政広報の基本と実践 6:30

広報紙編集 6:30

広報写真の撮り方 6:30

講師 外部有識者

参加した研修生の声

・情報が「伝わる」ためには送り手と受け手の共感したのはをつくること、コミュニケーションが大切なことを学ぶ
ことができたため、送り手の意志だけでなく、受け手のことを考えて情報発信をしていきたい。
・広報全体を変えていこうと思うと規模が大きく感じられるが、日々の業務の中から少しずつでも取り組んでみ
ようと思える内容や、講師からのアドバイスが全体を通して多かったので、励みになり、実際の業務に活かそうと
いう意識が生まれた。
・広報紙や動画の作成、SNSの投稿、写真撮影のほか、文章の作成やイベントの告知、チラシの作成など部署を
問わず、様々な職務に活用していけると思う。
・受講者の個別講評は大変ありがたい内容でしたが、時間配分（講義全体、1人当たり講評所要時間）が気になっ
た。

研修所メッセージ

・「行政広報の基本と実践」では、広報担当職員として、住民に対し、どのように知らせ、惹き付け、行動につなげ
ていくのか、そのために取り組むべき課題や今後に向けた展望について学びます。
・「広報紙編集」では、知っておきたい広報紙編集の基礎について、また「広報写真の撮り方」では、テーマを表現
する広報写真について、はじめに講義で知識を習得するとともに、その後の実習を通じて技能の習得も図りま
す。
・対象の職員の方以外で、広報を学びたいという意欲のある方もぜひ受講してください。

実施科目

科　目　内　容 方　　法

・行政広報の役割
・行政広報の最新の動向
・ｗｅｂコンテンツの活用

講　　義
実　　習

・材料集めと原稿の作成
・見出しと写真それぞれの役割と使い方
・原稿整理からレイアウト、校正まで

講　　義
実　　習

・広報写真の基礎知識
・効果的な広報写真の撮り方

講　　義
実　　習

実務研修　総務・一般部門

広報科（偶数年度）

・行政広報の担うべき役割を認識し、自治体広報紙の作成や編集のための基礎的知識の習得を図
る。
・自治体広報紙の作成や、編集及び広報写真の撮影に係る実践的な技能の向上を図る。
・行政広報の本質を理解するとともにその課題を認識し、業務改善意識の醸成を図る。

広報又はそれに関連する職務にある実務経験２年未満の職員

研修日程 ６/３（水)～４(木)、６/22（月）


